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1.はじめに



プリント版20巻分を収録する他、更新毎（年4
回）に新語の追加、改訂を加えて拡張し続ける
OEDのオンライン版を使えば、時代とともに進

化する英語の研究を緻密に、かつ効率的に
行っていただくことが可能になります！

Oxford English Dictionary（OED)は、世界で最も権威ある
包括的な英語大辞典としてその地位を確立しています。
OEDのオンライン版は、60万以上の単語の意味、300万
件以上の引用文に加え、40年以上の歳月を経て作成され

た歴史類語辞典や、英語を多角的に研究できる機能を搭
載し、11世紀半ばから現在までの英語の歴史をオンライン
上で探求することが可能です。

Oxford English Dictionary（OED)は、世界で最も権威ある
包括的な英語大辞典としてその地位を確立しています。
OEDのオンライン版は、60万以上の単語の意味、300万
件以上の引用文に加え、40年以上の歳月を経て作成され

た歴史類語辞典や、英語を多角的に研究できる機能を搭
載し、11世紀半ばから現在までの英語の歴史をオンライン
上で探求することが可能です。

Oxford English Dictionary (OED)とは?



OEDに収録のある引用文情報源
（Top1000）の引用収録数を確認

できます。

どの出版物や、著者が英語発展
の歴史に貢献してきたかを知る足
がかりにもなります。

タイムラインを通して、特定分野
における新語彙出現傾向を年
代ごとに視覚的に把握すること
ができます。

Historical Thesaurus of 
OED-OEDをもとに40年以

上の歳月を経て作成され
た歴史類語辞典。

OEDで利用可能な有用リソース/ツール例



OEDは、単語の意味や定義を調べることはもちろん、次のような研究ニーズにもお

役立ていただくことが可能です！

この語彙は、いつ頃から使われ始めたのだろう? 最も古い引用例は？

単語の語源を調べて、そのことばの成り立ちを追跡したい…

あることばの意味や概念、スペルの歴史的な変遷を調べたい…

英語圏の言語、文化、歴史の理解を掘り下げたい…

特定の作家や特定の出版物が言語の成り立ちに果たした役割を研究したい…

英語圏以外の国の言葉で、英語として使われはじめた言葉や年代を調べたい…

古い英語文献の意味を正確に理解したい etc…

OEDを使ってできるリサーチの例



• 大文字、小文字の区別はありません。(例：japan→JAPAN, Japan）

• フレーズの検索は、そのままフレーズを入力します。(例：eat humble pie）

• ワイルドカード（*や?)を使って、部分一致検索が可能です。
* 任意の文字を置き換え

例：child*→child, children, childish etc…
inter*tion→interaction, intersection etc…

? 任意の1文字を置き換え
例：?ffect →affect, effect etc…

• 演算子（AND, OR, NOT)が使えます（Advance Searchに適用）。
AND: AとBの用語を含む結果を検索

例： sea and land (seaとlandの両語を含む結果を入手できます。）

OR      AかBいずれかの用語を含む結果を検索
例： sea or land  (seaかlandのいずれかまたは、両語を含む結果を入手できます。）

NOT Aは含むがBは含まない結果を検索
例： sea not land  (seaは含むがlandは含まない結果を入手できます。）

検索のヒント



OEDで使われる主要なシンボル、略語等

●用語または、センテンスの前に見られるシンボル
† ＝ Obsolete (廃語/廃用)
∥ ＝ not naturalized, alien (外来語で定着はしなかった用語)
¶ ＝ catachrestic and erroneous uses (誤用)

●略語
eOE ＝ early Old English (初期古英語）
OE   ＝ Old English (古英語）
lOE ＝ late Old English  (後期古英語）
eME ＝ early Middle English (初期中英語）
ME ＝ Middle English (中英語）
lME ＝ late Middle English (後期中英語）

●日付の前の表記：
a ＝ante 前
c ＝circa およそ、約、年頃
? ＝年代不確定



2. OEDの検索方法



Quick Search: 簡易検索

OEDで特定のことばを調べるには、
Quick search ボックスに、単語または

フレーズを入力します。

OEDで特定のことばを調べるには、
Quick search ボックスに、単語または

フレーズを入力します。

Memberに登録して、ユーザーアカ
ウントMy OED を作成することで、

これから行う検索の結果や、見出し
語等をフォルダに振り分けて保存す
ることが可能になります。

Memberに登録して、ユーザーアカ
ウントMy OED を作成することで、

これから行う検索の結果や、見出し
語等をフォルダに振り分けて保存す
ることが可能になります。

Browse Dictionaryのセクションでは、次のとおり異

なる視点から英語の研究をすることができます。
・Dictionary:アルファベット順に、語彙を閲覧できます。
・Categories:主題や用法（口語、スラング、比喩他）、地域、

語源言語等から語彙を確認できます。
・Timelines:特定の年代でどのような新語彙が出現したかを、

様々な領域ごとに追跡できます。
・Sources:引用文情報源Top1000の情報を確認できます。
・Historical Thesaurus: 歴史類語辞典にアクセスできます。

意味的側面から類義語を調べることが可能です。

Browse Dictionaryのセクションでは、次のとおり異

なる視点から英語の研究をすることができます。
・Dictionary:アルファベット順に、語彙を閲覧できます。
・Categories:主題や用法（口語、スラング、比喩他）、地域、

語源言語等から語彙を確認できます。
・Timelines:特定の年代でどのような新語彙が出現したかを、

様々な領域ごとに追跡できます。
・Sources:引用文情報源Top1000の情報を確認できます。
・Historical Thesaurus: 歴史類語辞典にアクセスできます。

意味的側面から類義語を調べることが可能です。



Widen search?のセクションでは、調べた用語

が、他にどのような文脈の中で使われているかを
調べることができます。
例えば、phrases（フレーズ） やdefinitions (定
義）をクリックすると、それぞれ、該当の用語が他
にどのような文脈の中で使われているかを確認
することができます。

Widen search?のセクションでは、調べた用語

が、他にどのような文脈の中で使われているかを
調べることができます。
例えば、phrases（フレーズ） やdefinitions (定
義）をクリックすると、それぞれ、該当の用語が他
にどのような文脈の中で使われているかを確認
することができます。

見出し語をクリックすると、別ページで詳細
な内容を確認することができます。

見出し語をクリックすると、別ページで詳細
な内容を確認することができます。

検索結果

上段のQuick search（簡易検索）ボックスからも、
調べたい用語を入力して、Goをクリックすることで、

簡単に検索をすることができます。

上段のQuick search（簡易検索）ボックスからも、
調べたい用語を入力して、Goをクリックすることで、

簡単に検索をすることができます。



Advanced Search: 詳細検索

年代や各検索ボックスに用語を指定して、検索
を組み立てることができます。
検索ボックスの下のBrowse機能を使ってアイ

テムを指定すると、タイプミスを防いだり、より
正確な検索を行うことができます。

年代や各検索ボックスに用語を指定して、検索
を組み立てることができます。
検索ボックスの下のBrowse機能を使ってアイ

テムを指定すると、タイプミスを防いだり、より
正確な検索を行うことができます。

ドロップダウンリストからOEDの特定の

記述部を選んで検索対象を絞ることが
できます。(キーワードがOEDのどの記

述部に表示されているかを指定）

ドロップダウンリストからOEDの特定の

記述部を選んで検索対象を絞ることが
できます。(キーワードがOEDのどの記

述部に表示されているかを指定）

各タブの切り替えで、検索対象を限定で
きます。
Entries: 見出し語から
Senses:意味から
Quotations:引用文から

各タブの切り替えで、検索対象を限定で
きます。
Entries: 見出し語から
Senses:意味から
Quotations:引用文から



3. 結果の閲覧（見出し語）



見出し語の意味/定義を確認できます。見出し語の意味/定義を確認できます。

上記解説の定義において使われた引用文
を初出から古い順に確認できます。
いつ頃からその言葉が使われはじめたかを
知る手がかりになります。

上記解説の定義において使われた引用文
を初出から古い順に確認できます。
いつ頃からその言葉が使われはじめたかを
知る手がかりになります。

Quotations: Show all、Hide allで、必要に応じ

て引用文の表示、非表示を選択できます。

Quotations: Show all、Hide allで、必要に応じ

て引用文の表示、非表示を選択できます。

青い下線が付与された用語をクリックすると、関
連情報へのリンクにアクセスできます。例えば、著
者（e.g.Chaucer)や、作品(e.g.De
Consol.Philos)からの引用をシームレスに確認す

ることも可能です。

青い下線が付与された用語をクリックすると、関
連情報へのリンクにアクセスできます。例えば、著
者（e.g.Chaucer)や、作品(e.g.De
Consol.Philos)からの引用をシームレスに確認す

ることも可能です。



-結果の保存オプション-
• Print:印刷
• Save：‘My OED’への保存
• Email:リンクをemail送信
• Cite:文献管理ツールにcitationをダウンロード

-結果の保存オプション-
• Print:印刷
• Save：‘My OED’への保存
• Email:リンクをemail送信
• Cite:文献管理ツールにcitationをダウンロード

In this entryのセク

ションからは、検索
対象の用語を含む
複合語を確認できま
す。用語をクリックす
ると該当の意味を確
認できます。

In this entryのセク

ションからは、検索
対象の用語を含む
複合語を確認できま
す。用語をクリックす
ると該当の意味を確
認できます。

Thesaurusリンクからは、同一

ページ上でシソーラス（類義語）を
確認することができます。

Thesaurusリンクからは、同一

ページ上でシソーラス（類義語）を
確認することができます。

About this entryのリンクからは、

初出の引用エビデンス情報、同年
代に出現した語彙数とその語彙例、
語源等をシンプルなフォーマットで
確認できます。

About this entryのリンクからは、

初出の引用エビデンス情報、同年
代に出現した語彙数とその語彙例、
語源等をシンプルなフォーマットで
確認できます。



4. The Historical Thesaurus
歴史類語辞典



Historical Thesaurusから、歴史的に配列された
80万の単語、23万5千の見出し分類を通して、意

味や概念の言語学的発展を探求することができ
ます。

Historical Thesaurusから、歴史的に配列された
80万の単語、23万5千の見出し分類を通して、意

味や概念の言語学的発展を探求することができ
ます。

Historical Thesaurusは、英語を話す人の活動領域に大きく影響する大きく分け

て3つのカテゴリー“The external World”, “The mind”, “Society”を設けています。
それぞれの中のサブカテゴリーは、(+)マークをクリックするごとに、更に細かい

意味や品詞に絞っていくことが可能です。

Historical Thesaurusは、英語を話す人の活動領域に大きく影響する大きく分け

て3つのカテゴリー“The external World”, “The mind”, “Society”を設けています。
それぞれの中のサブカテゴリーは、(+)マークをクリックするごとに、更に細かい

意味や品詞に絞っていくことが可能です。



類義語は、アルファベット
順、年代順に閲覧表示を
切り替えることも可能です。

類義語は、アルファベット
順、年代順に閲覧表示を
切り替えることも可能です。

例えば、The mindのEmotional or 
feeling分野の名詞an emotionの
類義語を調べてみます。

例えば、The mindのEmotional or 
feeling分野の名詞an emotionの
類義語を調べてみます。



Historical ThesaurusのSearchボックスに

キーワードをタイプすると、該当の語彙が有す
る異なる意味を持つグループと、その意味に
おける類義語をまとめて確認することができま
す。 例：emotion     

Historical ThesaurusのSearchボックスに

キーワードをタイプすると、該当の語彙が有す
る異なる意味を持つグループと、その意味に
おける類義語をまとめて確認することができま
す。 例：emotion     

例:感情を表す意味

のグループ

例：場所や物事の移動を表
す意味のグループ

（Obs.は、廃語/廃用を表す表記）



5. Categories
-分野検索-



Categoriesでは、Subject(主題)、Usage(用法)、
Region(地域)、Origin(語源言語)ごとに、語彙を

調べることが可能です。

Categoriesでは、Subject(主題)、Usage(用法)、
Region(地域)、Origin(語源言語)ごとに、語彙を

調べることが可能です。

例：Origin(語源言語）が日本語

の語彙を調べてみます。

Origin-> Central and East 
Asian Languages->Japanese

例：Origin(語源言語）が日本語

の語彙を調べてみます。

Origin-> Central and East 
Asian Languages->Japanese



Refine your searchのセクションでは、
Subject（主題）や、Region（地域）などの各

サブカテゴリーから結果を更に絞込むこと
が可能です。
例：Artsで絞りこむとanimeやbunraku等が

表示されます。

特定のカテゴリーが英語、英語圏文化にど
のような影響を与えたか等を知る手がかり
としても利用できます。

Refine your searchのセクションでは、
Subject（主題）や、Region（地域）などの各

サブカテゴリーから結果を更に絞込むこと
が可能です。
例：Artsで絞りこむとanimeやbunraku等が

表示されます。

特定のカテゴリーが英語、英語圏文化にど
のような影響を与えたか等を知る手がかり
としても利用できます。

指定したカテゴリー（例：Origin(語源言

語）が日本語）の語彙の結果の一覧が
表示されます。

指定したカテゴリー（例：Origin(語源言

語）が日本語）の語彙の結果の一覧が
表示されます。



6. Timelines
-タイムライン-



Timelineでは、ある特定のSubject(主題)、
Region(地域）、Origin(語源言語）の語彙

が、どの時代にどれくらい出現したかをグ
ラフを通して視覚的に確認することができ
ます。

例）Subject-> Economics and 
Commerce

Timelineでは、ある特定のSubject(主題)、
Region(地域）、Origin(語源言語）の語彙

が、どの時代にどれくらい出現したかをグ
ラフを通して視覚的に確認することができ
ます。

例）Subject-> Economics and 
Commerce

グラフの表示は、10年、50年、100年単位で変

更できます。

グラフの表示は、10年、50年、100年単位で変

更できます。

調べたい年代のバーにマウスをあてると、
該当の年代にどれくらいの語彙が英語と
して出現したかとその語彙サンプルを確
認できます。バーをクリックすると、該当
年代、該当分野の出現語彙を全て確認
できます。

調べたい年代のバーにマウスをあてると、
該当の年代にどれくらいの語彙が英語と
して出現したかとその語彙サンプルを確
認できます。バーをクリックすると、該当
年代、該当分野の出現語彙を全て確認
できます。



7. Sources
情報源



OEDは、300万件以上の引用文を収録していますが、その情報源は、古典文学

から専門雑誌、映画の脚本、料理本にまで及び、英語の軌跡を記録しています。
Sourcesでは、引用の情報源トップ1,000と、それぞれの引用収録数等を確認す

ることができます。

OEDは、300万件以上の引用文を収録していますが、その情報源は、古典文学

から専門雑誌、映画の脚本、料理本にまで及び、英語の軌跡を記録しています。
Sourcesでは、引用の情報源トップ1,000と、それぞれの引用収録数等を確認す

ることができます。

特定の雑誌や作家の引用に関して、
OEDへの収録状況を確認したい場合
は、検索ボックスに、対象となる誌名
や作家名等を入力します。

特定の雑誌や作家の引用に関して、
OEDへの収録状況を確認したい場合
は、検索ボックスに、対象となる誌名
や作家名等を入力します。

First evidence for wordや、First evidence of 
senseで、用語や意味の初出例としての収録件数を

比較することで、言語の成立に特定の作家、出版
物が果たしてきた役割を把握することが可能です。

First evidence for wordや、First evidence of 
senseで、用語や意味の初出例としての収録件数を

比較することで、言語の成立に特定の作家、出版
物が果たしてきた役割を把握することが可能です。



Jane Austenの引用情報を確認してみましょう。

・Most quoted texts:作品のごとの引用収録数を多い順に確認できます。
・Quotations: first in entry:語彙の初出例として収録のある引用文
・Quotations: first in sense: 特定の意味における初出例として収録のある引用文

Jane Austenの引用情報を確認してみましょう。

・Most quoted texts:作品のごとの引用収録数を多い順に確認できます。
・Quotations: first in entry:語彙の初出例として収録のある引用文
・Quotations: first in sense: 特定の意味における初出例として収録のある引用文

対象情報源（例：
Jane Austen)の
簡単な概略、
OEDの中での収

録の割合、ランキ
ング等を確認でき
ます。

対象情報源（例：
Jane Austen)の
簡単な概略、
OEDの中での収

録の割合、ランキ
ング等を確認でき
ます。



8. My OED-保存オプション



氏名、emailアドレス、

パスワード設定と、認
証用の文字を入力する
ことで簡単に登録でき
ます。

氏名、emailアドレス、

パスワード設定と、認
証用の文字を入力する
ことで簡単に登録でき
ます。

My OEDの利用

には、まずはアカ
ウントの作成が必
要となります。

My OEDの利用

には、まずはアカ
ウントの作成が必
要となります。



検索結果一覧のMy OEDへ

の保存は、結果画面右側の
saveから行えます。

検索結果一覧のMy OEDへ

の保存は、結果画面右側の
saveから行えます。

見出し語のMy OEDへの保存は、見出
し語画面上段にあるsaveから行えます。
(既にMy OEDに保存してある場合は

saveの表示はでません。)

見出し語のMy OEDへの保存は、見出
し語画面上段にあるsaveから行えます。
(既にMy OEDに保存してある場合は
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